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要　旨　学部の理科教員全員によるチームティーチングを実施している「理科授業研究Ｉ」

の内容を，附属学校教員の立場から評価した。その観点は教育現場での実験敦材としての有

効性と敦育実習の事前の指導としての意義であり，本報告は授業の概要の紹介を行った後

に考察結果と今後の課題をまとめたものである。

キーワード　理科授業研究Ｉ　演示実験　教材研究　附属学校教員　教育実習の事前指導
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１

研究の背景

　1998年（平成10年）の本学部のカリキュラム

改革を受け，理科頒域でも既存の授業科目を大

幅に見直した。その中心部分は，旧来の各専門

科目を精選縮小し，その部分を「敦育実践力を

持つ学校教員の養成」を目指す科目群に編成し

直した。 2000年度（平成12年度）より開講さ

れた対応する科目とあわせてTable 1にまとめ

た。なお，表中にある「教科専門＋敦科敦育」

または「敦科敦育」は各敦科の担当者を示して

おり，「理科授業研究Ｉ」および「同ｎ」は理

科に所属する教員のチームティーチングで，学

部の理科教員全員が参加している。

　「理科授業研究Ｉ」は，上記授業群の中でも

特異な位置を占めている。小学校・中学校の理

科の教師として期待されるものの一つに授業

の中で自然科学の材料を駆使し白然現象をわか

りやすく演示実験する能力がある。そのような

社会的な要求とは裏腹に　ここ最近の学生は，

「理科離れ」という言菓が象徴するようにそ

のような自然との対話が欠如していることは否

めない。そこで，理科の敦師を養成するという

観点からは，演示実験をわかりやすく行うこと

ができるようにという目標のために，個々の学

生がまず多くの演示実験に取り組み，さらにそ

れを披露しあって最終的にはすべての実験を自

分のものとしていくことを目指すこととした。

つまり，この授業は実験マラソン的な要素を含

む。今ひとつこの授業は，別の側面を同時に持

つ。それは，教育実習の事前指導的役割であ

る。本学の教育実習プログラムでは，３年次に

初めての本格的な教育実習が夏休み後にある。

（学生が選択する小学校または中学校サブコー

スにより，それぞれ附属小学校または附属中学

校における４週問の実習が９月に配置されてい

る｡）学生は，実践敦育の場としての位置付け

を持っ敦育実習を軸に実習前（３年次前期）

に必要な知識技能を身につけ実習に望み，実習

を経てその後（同後期）には実践的な問題意識

を明確に持ちつつ敦育法・指導法を学ぶことに

なる。その事前の授業の一つが，「理科授業研

究Ｉ」であり，物理・化学・生物・地学各教科

の専門敦員がその専門性を以て，教育現場にお

ける実験教材としての意昧と学問的な正確さを

あわせて集団で指導するという，他大学では例

のない「香川大学型」形態をこの授業は取って

いる。今回我々は，2000年度より試行錯誤しつ

つ取り組んでいるこの授業について敦育実習の

指導に当たっている附属学校教員と協同して考

察を深めることにする。

２．研究の目的

　前節で触れたように　この授業は二つの側面

を持つ。つまり，実験マラソンであり，かつ敦

育実習の事前指導である。実験マラソンといえ

ども，各教科の大学教員が一つ一つの実験の学

問的意昧は十分吟昧して最終的には「実験カー

ド」としてまとめる事を行い，内容的な点検は

行っている。一方，学校教育現場をかなり意識

して実験を取り組むように指導はしながらも，

現実の敦室とは別空間で行われている訳で，特

に教育実習との関連では何ら専門的な立場から

の検証を行っているとは言いがたい。そこで，

本研究の目的を次のように定めた。（1）学部授

Table l 1998年のカリキュラム改革の目標と対応する理科の開講科目

1998年カリキュラム改革 2000年開講科目(対応する講義) 担当教員

目標：教育実践力を待つ学校敦員の養成
①演示実験をわかりやすく行うことができる 理科授業研究Ｉ 教科専門十教科敦育

②指導案（細案）を作成することができる 理科教育論 敦科敦育

③単元の指導案を作成することができる 理科授業研究Ｈ 教科専門＋敦科教育

(4)科学敦育の論文購読ができる 理科内容学演習 教科敦育

(5)新聞などから科学・教育の全般の情勢をつ

　かみ白分の意見を深める

理科教育論・理科内容学演習 敦科敦育
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業の内容をより現場での実践を視野に入れたも

のに改良していくための第一歩として，この実

験を中心とした学部授業を教育の実践家として

の附属教員の目から見つめ直し，（2）教育実習

の事前指導としての有効性や各実験白身の教育

的意昧を吟味，意見交換し，次年度以降の同授

業の改善につなげることである。また，学生に

より新しい工夫が生まれるが，それをくみ上げ

ることも目指す。そして，（3）このプロジェク

ト研究を通じ，学部と附属教員が共通の課題で

の取り組みと具体的な協同による更なる連携の

強化を図ることも目的とする。これは，各種研

究会や「科学体験フェスティバル」等行事を通

じ敦員個々の連携はこれまでもあったのだが，

今回はもう一段踏み込み，敦員集団としての連

携共同を推進するものである。

３．理科授業研究Ｉの紹介

　「理科授業研究Ｉ」は，演示実験をわかりや

すく行うことができるスキルを学生一人一人が

待てるようにするため，個々の学生が主体的に

関わることのできる什掛けを織り交ぜて授業を

行っている。具体的に紹介しよう。（Table 2

Table 2　理科授業研究Ｉ予定表（2007年度分）

2007年度　理科授業研究Ｉ予定表　水・２

日程 Ａ 担当 教室 Ｂ 担当
４月11日 オリエンテーション

４月18日

化学
西原

笠

　理科教育

実験室硲４

　　２Ｆ 地学
松村

北林
化学実験室

翫２　２Ｆ

４月25日

５月２日

５月９日

生物
末廣

北林

　生物大

実験室３Ｆ 化学
高木

　笠
５月16日

５月23日

５月30日

地学
松村

北林

地学実験室

嵐２　１Ｆ
物理

高橋

礒田

　笠
６月６日 　地学大

実験室１Ｆ６月13日

６月20日

物理
高橋
礒田

　笠

　物理大

実験室２Ｆ 生物
松本

北林
７月４日

７月11日

７月18日 理科教育（まとめ１）
７月25日 理科教育（まとめ２）

｜

　　Fig.1　理科授業研究Ｉの授業風景１

学生による演示実験の様子。右側の暖かい空気と左

側の冷たい空気がぶつかり、前線となっている様子

を表している、水槽での実験

をご覧いただきたい｡）まず授業の一番初めに

全体のオリエンテーションを行い概要説明した

後に学生を大きくＡＢ２グループに分け，さ

らに２人一組の班に分ける。それぞれの学生

は，翌週よりまず白分のやりたい演示実験を，

理科共通で整僅した科学実験の実験書や授業案

の参考書の中から探し出す作業を行う。各班の

人数分の実験計画が出そろったならばその回は

終丁し，次回及び次々回に演示実験を披露する

ための準備に学生たちは取りかかる。班での共

同作業を要求しているので，班の仲問と時間調

整しながら，空き時問に準備を進めることにな

る。必要物品については，あるものについては

貸すか与えるかし，すぐにないもので比較的人

手しにくいものは人学で準備し，簡単な材料な

どはいわゆる100円ショップ等から学生が購人

してくる。予備実験を繰り返す中，ある程度の

条件出しも済ませた状態で，二週にわたり一人

一つの実験（つまり，班では二つ）を授某時

間に披露する。Fig.1～3はその風景である。

そこで，実験のねらいや注意点，工夫点なども

あわせて発表し，敦員はその専門性に基づいた

コメントなり注意点なりを，他の学生は自分の

視点からの意見や感想を出し合う。こうしで次

の回までに　自分の実験についてＡ４サイズの

カード（Fig.5～6は実際の実験カードであ

り，目的や概要，重要な結果や工夫点，参考文
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Fig.2　理科授業研究Ｉの授業風景２

リサージュ曲振のデモンストレーション

獣などの出典もある）にまとめて敦員に提出す

る。出されたカードは敦員のチェックと修正を

経て，全部まとめて冊子とし，香川県下の小・

中学校に配布している。以上三回の授業で一つ

の科目をクリアした後，学生は次の科目に取り

かかり，最終的に12回の授業で一通り理科の全

科目をクリアする。この一連の作業を通じて学

生個々の敦材理解力・選択力・開発能力の向上

を，そして実験の教育的位置付けとコツの共有

化を図る。 Fig.4とTable 3はそれぞれ2006年

度（平成18年度）の実験カードの表紙と実験タ

イトル一覧であり，多くの実験がまとめられて

いる事が分かる。

４．研究の方法

　本研究の具体的な方法は次の通りである。

　　①「理科授業研究Ｔ」の中において学生の

　　　演示実験を支援し，具体的に科学的意義

　　　や教育的意昧について議論を深める。

　　②附属学校教員が当該授業の実際（あるい

　　　はビデオ撮りしたものもの）を見て，附

　　　属敦員の目から検討を加える。

　　③学部・附属教員が当該授業についてそれ

　　　ぞれの立場から意見交換をし，今後の指

　　　導体制について検討する。

　①については，学部教員が個別具体的に対応

し，②については，附属敦員が参加，あるいは

ビデオ撮りしたものを見た。そして③の意見交

「
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Fjg.3　理科授業研究Ｉの授業風景３

　　　質疑応答・議論の様子

換の場として，一つには先頃立ち上げた学部と

附属の理科教員グループ共同のメーリングリス

トを利用し，もう一つには学部・附属の理科教

員が一堂に会する研究会を設けて，授業のあり

方や指導のあり方，教材としての演示実験の内

容やその新たな方向性など，双方の立場から吟

昧を加えた。

５．研究討譜から

　研究討議の中から特徴的な意見を抜き出そ

う。まず議論になったのが，教育実習の現場担

当者として感じるここ最近の特徴は，残念なが

ら敦壇に立つことのできる理科教師としてのレ

ペルにまで相当開きがあることが否めないとい

うことが報告された。その現状を受けての授業

改善であり，一歩でも理想像に近づけるよう取

り組むのだが，学力自体がいまだ望ましい段階

にまでは達していないようだということであっ

た。カリキュラム改革に伴い（全国的には教員

免許の基準が変更になり），敦育実践力強化の

反面，限られた時間数のもと必然的に各敦科の

内容が減らされている。そのため理科という教

科の内容の理解力自体に弱点を抱えることに

なったのではないかとの指摘でもある。この点

については今回の報告の内容を超えているので

これ以上は述べないが，実は敦科専門の教員が

「理科授業研究Ｉ」に配置されているもう一つ

の理由が，実験の指導を通じて不足しがちな教
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科の内容の学習を支援するためであることを付

記しておく。

　敦育実践力のこの授業について，積極的に評

価する面もあると指摘を受けた。その注目でき

る点として，敦材の構成力のもとになる「引き

出し」をいかに豊かにするかということが現場

敦師として重要なのだが，その観点から多くの

実験を身につける取り組みは重要である。ま

た，学生がすぐに教材に于を仲ばし，自分で工

夫するという姿勢を養うことができているのが

敦育実習全般を通じて見受けられ，高い評価を

得ている。ほとんど理科の実験を体験できてい

ない中，科学の実験を通して，学生を教育しよ

うとしているのは貴重であり，教育実習との関

係では学生の敦材への関わり方が一定基礎ト

レーニング的な効果も認められることが指摘さ

れた。一方で，教育実習で敦科書以外のものを

使いたいという希望を述べるので，どう授業・

単元の中で位置付けるのか問うと，それに答え

ることができなかったことが紹介された。ネタ

は多いが授業の中で位置付かない，指導要領

（学習内容）との関わりが希薄であるとのこと

である。授業の中で実験を決める際に　目的と

おおよその対象学年または使いうる単元などを

述べさせるようにしていたが，今後はよりそれ

を徹底しかつ指導要鎖・単元との関わりの意識

を高める努力が必要であることが明らかになっ

た。

　授業の中では学生は全体の前で実験を披露す

るのであるが，その時に行っているのは実は現

象の説明に過ぎず，生徒実験と演示実験の違い

も曖昧になっている点が改善するべき点として

指摘された。また，来るべき教育実習との関連

では，白衣を着ないとかドライアイスを素手で

触るとかといった，現場では常識であるそのよ

うな技術の未熟さもあわせて指摘された。今後

の指導に反映されるべきである。

　実験カードについては，出典が出ていて実際

に行ったデータなどが出ているので実際に参考

になるということが紹介された。　しかしなが

ら，理科に十分限れ親しんでいる教師であるな

らばそうであろうが，忙しい敦師が短時間で読

んで実験を行うにはもう一つ工夫が必要である

ことも指摘された。少なくとも，何年生の何と

いう単元で使えるかを明示するようにすること

が求められる。

　最後に　この授業を通じて学生がいだいてい

た実験に対する精神的な壁のようなものが取り

払われ，白信をつけている様子が見て取れるこ

とは何より重要であるとの指摘は，我々を大変

勇気づけるものであった。現在香川人学で試み

ているように，教科敦育の世界に教科専門の教

員が関わるのはまれである。専門の力を仲ばし

ながら，実践力もまた身につけさせ伸ばすとい

うことを狙ってのことではあるが，今回の研究

を通じてよりそれに近づくため「理科授業研究

Ｉ」の改善点が明らかになった。

６．まとめと今後の課題

　カリキュラム改革に伴い2000年度（平成12年

度）より開講された，理科に所属する全教員の

チームティーチングで担当している，学生に

よる実験を主とする「理科授業研究I」につい

て，現場教員からの視点も含めた吟昧を行っ

た。その目的は，（1）学校現場での実践を視野

に入れたものに改良するため附属敦員の目から

も再評価し，（2）教育実習の事前指導としての

有妨匪や各実験自身の敦育的意昧を吟昧する事

にある。また，（3）このプロジェクト研究を通

じ，学部と附属敦員の協同を進めることも目指

した。授業内容を皆で見て，内容を吟昧した結

果，いくつかの積極的な面と改善すべき点が明

らかになった。教材構成力の土台となる数多く

の実験を多く身につける試みは高く評価でき，

学生が実験を自分で行い自分で工夫をしていく

ことができるようになるのは，貴重である。一

方で，授業内容との関係では，個々の実験がど

の単元に位置付くのかが曖昧であるとの指摘が

あった。事前指導という観点からは，学生が多

くの実験を行い自信をつけているということは

高く評価できるが，一方で学問的な内容には不

十分な点も見られることも注意が必要である。

これらのことより，我々の今後の課題として次
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のものが上げられよう｡｡すなわち，（1）実験を

決める際に何を子ども達に理解させる敦材と

するのか②また，どの段階のどの単元での

教材とするのか明らかにする。（3）実際に実験

をしたときに「それで何を教えるのか？」と

いう問いかけが，そして（4）実験カードを書

く際にその「目的」の中で，敦育的意昧につ

いて書かせるように指導することが教員に求め

られる。これらを通じて，専門の力を伸ばしな

がら，実践力もまた身につけさせ仲ばす授業を

目指したい。

７．謝辞

　今回の研究は，平成18年度香川大学教育学部

研究開発プロジェクト（Ａ）課題研究「学部と

附属学校園の巡携協力による双方の敦育のため

の開発研究」（研究題目「実験敦材研究を中心

とした学部授栗の改善のための学部・附属敦員

による協同的研究」）の支援を受けた。この場

を借りて謝意を表する。本稿はその研究報告を

兼ねている。

　　　　　　　　　　　文献

西原浩ら（2003）教育実践力を持つ学校教員養成の

　　ための実践的指導法およびカリキュラム論の構

　　築研究①.香川大学教育実践研究64↓-46.

西原浩ら（2003）教育実践力を持つ学校教員養成の

　　ための実践的指導法およびカリキュラム論の構

　　築研究②.香川大学教育実践研究6 47-58.

森征洋ら（2004）「初等理科」（実験）に対する学生

　　の意識調査一香川大学教育学部における場合－．

　　香川大学敦育実践総合研究8 135-146.

金子之史ら（2004）小学校「理科」３～６年教科書（６

　　社）の比較検討（1）小学校3･4年.香川犬学教育

　　実践総合研究8.37,48.

金子之史ら（2004）小学校「理科」３～６年敦科古（６

　　社）の比較検討（1）小学校５・６年.香川大学教

　　育実践総合研究8 49-61，

森征洋ら（2005）中学校理科敦科書の比較検討（その１）

　　一新旧教科書の比較－．香川大学敦育実践総合研

　　究10 87,97.

森征洋ら（2005）中学校理科教科書の比較検討（その２）

　　一新敦科書の比較－．香川大学教育実践総合研究

　　10 99-110.

川勝博（2005）よい理科の先生を養成するには一教

　　員養成系大学・学部の現状と展望－．日本物理学

　　会誌vo1.60 N0.2 140-144.

理科実験力－ド

vol.7

平成１８年度学生作成

吉川大学敦阿学部学校敦鰐敦員蚕成課程哩科辱攻
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Table.3　2006年度の実験タイトルー覧

【物理分野】 【生物分野】

不思議な噴水を作ろう 植物の繊維から紙をつくろう

共振現象を見よう（２種類） 脱水素酵素が肝臓の中にあることを確めよう

たった１階でも気圧差が 落とし穴でムシを捕えよう

振り子が描くリサージュ曲線 ピーナッツとタマネギの「呼吸」

めざせ成層圈！すっとびボール 葉に光合成を利用してプリントしよう！

おふろで遊ぼう！白動浮沈子 光合成ペンダントを作ろう！

シャボン膜の不思議 根から吸いあげられた水の通り道

ホントに電流は流れているの？ 目で見る！アルコール発酵！

ミニ熟気球を作ろう 植物の呼吸

電子レンジを使って遊ぼう 納豆はなぜおいしいか？！

カラオケマイク、ばね電話 消化は口ではじまっている（デンプンの分解）

聴診器をつくろう アジを解剖しようリ　！

太陽熱でクッキング♪ 赤い葉っぱって光合成してるの？

塩で描くグラードン図形とポコペコ風船 デンプンが糖に変身！！

はかりを使って遊んでみよう☆ 葉脈標本をつくろう！

え、鉄が燃えるリ 紫キヤベツでたたき染めをしよう

光のブーケをつくろうリ 花粉管を見よう

飛行機を空に浮かべる空気の力

【ｲﾋ学分野】 【地学分野】

色ガラスづくり すじ雲を見よう

Belousov-Zhabotinsky反応（振動反応）を見よう 液状化現象を見よう

化学マジックをやろう ミ二台風を作ろう

色が変わる不思議なくらげ ダイヤモンドダストを見よう

割れたピペットでオゾン発生装置 円形の虹を見よう！

飛ばそう野菜ロケット 人工雪の結晶づくり

巨大ミョウバンの結晶を作ろう！！ これはびっくり！！フラスコ中に風船が…

おいしい化学実験（乳製品ver.） ミニ地球が汚染されるワ

偏光フィルムを作ろう 温室効果を調べる

アルデヒドとケトンの性質はちがうのか？ 紫外線の楽しい実験

何でも電池～身のまわりのもので電池をつくろう～ どうしてあがる、なぜさがる。きまぐれシャボン玉

ふにやふにや動く磁性スライム、スライムボール 砂鉄採集をしよう

身近な食品で指示薬を作ってみよう！！ ペットボトル霧箱で放射線を観察

ぶよぶよタマゴで浸透の実験 お水とお湯で前線のようすを見よう

タンパク質の性質を調べよう！！ 酸性・アルカリ性で楽しもう☆

身のまわりの塩分を調べようド 身のまわりの水に溶けている物を取り出そう！

手作りカイロをつくろう 火山岩と深成岩の結晶を見よう

ハイパーロウソクで炎色反応を見よう 活性炭でジュースの色をとろう
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Fig. 6　実験カードの例２
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